
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20日（水） お誕生お茶会 ※以上児クラス対象 

 5月生まれのお友だちが園長先生と一緒に手作りのお祝いケーキを頂きます 

22日（金） 幼年消防クラブ入会式 ※以上児クラス対象 

消防署から借りた防災のＤＶＤを見た後に、火遊びしないことなど防災 

についてお話しします。はっぴを着て写真を撮ります 

＊リズム集会（以上児）…12日、19日、26日 

 《長い髪は結び、動きやすいズボンで登園して下さい》 

※先日のお手紙でもお知らせいたしましたが、いちご、さくらんぼ、ばなな組懇談会は、感染拡大防止の観

点から中止とし、懇談会で配布する資料をお渡しいたします。ご不明な点、相談などございましたら 

お声掛けください。 

※地域の方との交流は、感染状況が落ち着くまでお休みします。12 日（火）に予定していた 

すいか組 畑づくりは、子どもたちと担任とでしっかりと取り組みます。 

※内科健診・歯科健診は感染状況が落ち着くまで行いません。日程が決まり次第お伝えします。 

 保育園の庭には鯉のぼりが元気に泳いでいます。職員があげ始めると、子どもたちが寄ってきて、

こいのぼりの歌を元気に歌ってくれます。この光景は、最近の朝の恒例イベントとなっています。 

小さいクラスのお友だちも、空を元気に泳ぐ様子を見つけると、指さしして教えてくれます。 

また、お家の方と離れた時に泣いていたお友だちも鯉のぼりを見ると‘おや’と注目し寂しい気持ち

も吹き飛びます。昔から人々が願っていたように、鯉のように、強くたくましく育っていって欲しい

と思いながら、子どもたちと毎朝の時間を楽しんでいます。 

国内外で新型コロナウィルスの感染が拡大しており、保護者の皆様には、子どもたちや家族の感染

リスク、安心安全な生活の継続などに不安を抱いている方が多いと思います。名取市でも感染拡大防

止の観点から可能な範囲で家庭での保育についての方針が示され、本園でもご協力をお願いいたしま

した。また、役員会で相談し、以上児親子遠足、夕涼み会について今までの形での実施を中止といた

しました。友だちやお家の方と一緒に参加することを楽しみにしていた子どもたち、行事を通して 

お子さんの成長を感じ、思い出作りを楽しみにしていらした保護者の皆様のお気持ちを考えると申し

訳ない気持ちです。新型コロナウィルスの感染状況が落ち着くには時間がかかることが想定されます

が、力を合わせて子どもたちを見守り、成長に繋げていきたいと願っております。 

大切な命と健康を守るため、保護者の皆様のご理解、ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

 
 

〇支給認定証は、保育料に関わる書類です。勤務先や住所の変更、産休育休など記載内容に変更が生じた場合

は、変更届と共に市役所に提出することとなっていますので、大切に保管して 

いて下さい。 

〇（利用時間について） 

本来であれば、懇談会で確認するところですが、お伝え出来なかったので保育園の利用時間についてお知

らせします。保育園は、7:00～19:00 の中で、それぞれの保育必要時間を利用していただきます。18:00

～19:00 は延長保育となり、別途料金がかかります。時間を守っておご利用ください。 

〇（玄関鍵の施錠について） 

日中の１０時から１５時までは、安全のため、内鍵を掛けさせていただいております。お迎えなどで御用

の方は、インターホンを鳴らしてください。なお、玄関から出る際にも、事務室職員に内鍵のお声がけを

よろしくお願い致します。 

〇消毒や嘔吐処理の際などに必要なので、ご家庭で不要になったタオルがありましたらご協力ください。 

 
 

① 借りたい絵本（1回 2冊まで）をお子さんと一緒に選んで下さい。 

② 貸し出し期間は 1週間です。※期限を守りましょう。 

③ 返す時は元の場所に戻して下さい。※背表紙にカラーテープが張ってあります。 

④ 借りる時、返す時には、お家の人が「貸し出し帳」に記入して下さい。 

⑤ 絵本は大切に扱って下さい。 

⑥ もし絵本が破れたり壊れた時は、セロハンテープなどで直して下さい。 

 

令和元年度もクローバーの会よりたくさんの絵本を購入して頂きました。お子さんと一緒にたくさんの 

絵本を読んで、親子のスキンシップの時間を作って下さいね。 

☆未満児クラスのお友だちもぜひたくさん借りて下さい☆ 

ほほいいくくええんんだだよよりり  ５５月月号号  

令和２年４月３０日 発行 

＊荒馬の取り組みがスタートしました＊ 

 高舘あおぞら保育園の特色の一つの荒馬。青空が広がる 4 月１７日（金）すいか組さんが荒馬を身に付けて 

高台までお散歩へ行きました。保育園で過ごす中で、憧れだった荒馬を身に付けることで子どもたちの表情は 

喜びで満ち溢れ、「先生、こうやるんだよね！」と荒馬を上下させ元気に尻尾を振って見せてくれました。桜の花

びらが舞う園庭から高台へ「らっせら～」の掛け声と共に進んでいくと、未満児クラスのお友だちも手を振った

り、かわいい声で掛け声をかけ応援してくれました。高台の急な坂道も力強い足取りで進む姿に、頼もしさを感

じたひと時でした。運動会までに、荒馬を身に付け散歩をしたり、自分の荒馬に名前を付けたり、ペアのお友だ

ちとの練習にも繰り返し取り組み当日、心を一つに荒馬を踊れるよう、一つひとつの経験を積み重ねていきたい

と思います。 

＊お知らせとおねがい＊ 

 


